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オール東京62環境担当者研修会 第４回
ガバメントクラウドファンディングについて
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◎GCF実績
約200プロジェクト 約150⾃治体
主に⼤型案件‧アライアンス案件担当
◎連絡先
Mail：gcf@trustbank.co.jp
TEL（部署直通）：050-1780-2011
◎趣味
釣り‧バスケットボール

寄付⽂化デザイン部/
ガバメントクラウドファンディング災害⽀援チーム/mgr

荒井 聡（あらい そう）
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会社紹介



トラストバンクは

 ‧ふるさと納税のポータルサイト運営
 ‧エネルギー事業
 ‧地域通貨事業
 ‧パブリテック事業（⾃治体内のDXツール等提供）

を通じて、地域内に経済循環を起こすことを
ミッションに活動しています。
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ビジョン実現に向けたトラストバンクの経営思想

地域の経済循環

地域内にお金を還流させ、循環させ、
漏れを防ぐことで地域の経済
循環を促します。

社内の投資循環

トラストバンクの事業はすべて持続可能
な地域をつくるため。各事業の  　　
　　収益を地域活性化のために投資
　　します。

地域共創

地域を元気にするため、自治体だけ
でなく、「地域を良くしたい」と志す、企
業・団体、住民などを巻き込み、連携
します。

地域のエコシステム

トラストバンクは、様々な事業を展開して
いますが、自社のエコシステムではなく、
自治体やその地域のエコシステムを創る
ことを目指します。

VISION

自立した持続可能な

地域をつくる
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地域の経済循環 

地域内にお金を還流させ、循環させ、漏れを防ぐことで地域の経済循
環を促します。 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社内の投資循環 

トラストバンクの事業はすべて持続可能な地域をつくるため。各事
業の収益を地域活性化のために投資します。 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ガバメントクラウドファンディングについて



ふるさとチョイスの3つのサービス
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2012年9月
ふるさとチョイス

地場産業の発展

2013年9月
GCF

(ガバメントクラウドファンディング)

課題解決への資金調達

2014年9月
災害支援

災害時の資金調達

● 全国初、日本最大のふるさと納税総

合サイト

● 90％以上の自治体、37万点以上の

お礼の品を掲載（2021年6月時点）

● 月間2億PV超（2020年12月）

● トラストバンクが考案、開発

● 寄付金の使い道から寄付先の自治

体（プロジェクト）を選ぶ

● 2018年に広域連携のガバメントクラ

ウドファンディングを開始

● 被災自治体に直接寄付金を届ける

仕組み

● 有事の際、即座に開設可能

● 全自治体に無償提供

● 自治体同士が支援し合う「代理寄付」

の仕組み

1.GCFについて



1.GCFについて



1.GCFについて



1.GCFについて



1.GCFについて



1.GCFについて



GCFは 
ふるさと納税でできるクラウドファンディング 

「使い道への共感」で寄付を募る

1.GCFについて

15



累計実績（2013年～2022年12月時点） 

1,700プロジェクト 

500自治体超が利用 

140億円超 

1.GCFについて
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GCFの参加自治体、プロジェクト数が増加傾向 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PJ数：569件

昨年度比 147％増

利用自治体数：270

昨年度比：117％増

自治体がNPOや企業などと連携してプロジェクトを開設する「共創GCF」が広がった。

1.GCFについて



 
ガバメントクラウドファンディング  通常のクラウドファンディング 

プロジェクト 
オーナー 

自治体 
寄付者からの信頼度が高い 

個人～法人 
誰でもオーナーになれるため 

寄付者にて安全性の見極めが必要 

税控除 
ふるさと納税として税額控除される 

実質自己負担2,000円 
税額控除対象外 
例外の場合もあり 

寄付額のベース 
平均20,000円～25,000円 

高額寄付の可能性も高い 
3,000円～5,000円が多い 

方式 
全てオールイン 

寄付額は全額決済され、入金される 

All-or-Nothingが多い 
目標達成した場合のみ入金 

費用 
基本契約に内包されているため 

新規契約、追加費用なしで導入可能 
寄付額の10～20%程度 

1.GCFについて
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募集期間

最大90日間 

目標金額

100万円以上 

募集方式

期間終了型  金額達成型 
目標金額を達成次第 
寄付受付を終了する 

期間が終了するまで 
寄付受付を続ける 

1.GCFについて
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1.GCFについて



ガバメントクラウドファンディングのメリット

①課題解決のための資金調達
②ファンの獲得（地域を応援したい人とつながるきっかけ）
③地域内外への事業ＰＲ

1.GCFについて
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GCF2023状況

1.GCFについて



GCFの参加⾃治体、プロジェクト数が増加傾向
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PJ数：569件
昨年度⽐ 147％増

利⽤⾃治体数：270
昨年度⽐：117％増

流通⾦額：約28億円
昨対⽐：170%増

⾃治体がNPOや企業などと連携してプロジェクトを開設する「共創GCF」が広がった。

1.GCFについて‧2023状況
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達成率が⾼いカテゴリー「動物」

1.GCFについて‧2023状況
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達成率が⾼いカテゴリー

1.GCFについて‧2023状況
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PJ数が多いカテゴリー「こども・教育」

1.GCFについて‧2023状況
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PJ数が多いカテゴリー

1.GCFについて‧2023状況
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その他全国で定番のテーマ「まちづくり」

1.GCFについて‧2023状況



都道府県別のPJ⽴ち上げ数
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1位 東京都（51）
2位 埼⽟県（40）
3位 佐賀県（39）
4位 兵庫県（35）
5位 福井県（28）
6位 北海道（26）
6位 ⻑野県（26）
8位 福岡県（21）
9位 愛知県（19）
9位 群⾺県（19）
9位 ⼤阪府（19）
（）内はプロジェクト数

メモ
東京都渋谷区 週に1人、子どもが虐待で亡くなる日本。防げるはずの悲しい事件から子どもたちを救いたい
東京都渋谷区 児童養護施設で暮らす子どもたちに留学のチャンスを！
東京都渋谷区 産後の家族へ届け！産後ケアで産後うつ・虐待を防ぎたい
東京都渋谷区 若者の街『渋谷」から発信‼ともに知ろう、一緒に考えよう、AYA世代のがんのこと2023
東京都渋谷区 都会型生活支援最前線！知的に障がいのある人たちに新しい暮らしの選択肢を！「居住支援コーディネーター
（仮称）」の活躍を支援してください！
東京都渋谷区 災害は止められなくても被害を最小限にはできる！渋谷区から全国に防災啓発を発信し、支援を届けています。
東京都渋谷区 もっと気軽に国際ボランティア！
東京都渋谷区 SHIBUYA発AFRICAへ。子どもたちに機会と選択肢がある未来を
東京都渋谷区 あなたに知ってほしい イコール・ペイ・デイ（EPD） 賃金の男女格差解消を目指して
東京都渋谷区 若者たちの「起業家的な一歩」を支えるグローバルキャンパスを渋谷とデジタル上に創る
東京都渋谷区 渋谷区「誰ひとり取り残さない。フードバンクで食の支援と、切実なニーズの調査を」
東京都渋谷区 社会課題を解決する新たな力「プロボノ」を 渋谷から世界に発信します！
東京都渋谷区 精神障害者が働く練習をする場所の確保を！ 立ち退きが決定した“みどり食堂”存続のために 力を貸してくださ
い！
東京都渋谷区 LGBTQを含めた全ての子ども・若者が、ありのままで大人になれる社会づくり
※ハイライト＝達成

東京都でもっとPJ数が多いのは渋⾕区、次いで墨⽥区。
上位3都県は、NPO法⼈をはじめとする、地域プレイヤーと⼀緒に取
り組んでいる事例が多い。

22年度の渋⾕区のプロジェクトで最も寄付が集まった⼦供の
虐待ゼロを⽬指す取り組み。

1.GCFについて‧2023状況
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2023年は花火大会関連プロジェクトが急増コロナ以前から、地元スポンサーの減少などにより、資⾦不⾜に悩まされていた花⽕
⼤会。4年ぶりの開催となる地域も多く、コロナ禍を経てスポンサー企業の事業縮⼩や
物価⾼による⽕薬の⾼騰なども重なり、さらに開催が危ぶまれている地域が増加。

これまで、年間で2～4プロジェクト程度の開設だったが、 
2023年はすでに9プロジェクトが開設されている。 

1.GCFについて‧2023状況



2023年は花火大会関連プロジェクトが急増
● 品なし寄付合計：34億円

○ チョイス：16億円（単価約10万円）
○ GCF  ：１6億円（単価約4万円）
○ 災害⽀援：1.8億円（単価約1.8万円）

‧集計期間：22年4⽉1⽇〜23年3⽉31⽇（1年間）

1.GCFについて‧2023状況
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総務省から新たに発表された告⽰

品による競争激化に対する抑制
本来の趣旨を重視したと⾒える

1.GCFについて‧2023状況
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お礼の品に依存しすぎず

コミュニケーションベースでの

ファン創出がより重要なフェーズに

1.GCFについて‧2023状況
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⾃然環境関連のＧＣＦについて
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2⾃然環境関連のGCFについて「達成率⾼い傾向」‧「PJ数は少ない」
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2 ⾃然環境関連のＧＣＦについて
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2 ⾃然環境関連のＧＣＦについて
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2 ⾃然環境関連のＧＣＦについて



お礼の品に依存しすぎず

コミュニケーションベースでの

ファン創出がより重要なフェーズに

2 ⾃然環境関連のＧＣＦについて
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40

登⼭者や⾃然環境保全に関⼼の⾼いユーザーと繋がる
YAMAP様と連携したGCF‧お礼の品等を11/1〜リリース

2 ⾃然環境関連のＧＣＦについて
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企業版ふるさと納税について



企業連携事例：企業版ふるさと納税について

弊社では企業版ふるさと納税サイトを2016年から開設、運営

・WEBサイト掲載事業
・個別マッチング事業→人員増やし強化中！
を展開中

WEBサイト掲載事業 個別マッチング事業
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1 シンプル：手数料料率は10％のみ
・他社のような階段方式での料率変化などはなく、業界最安値
　できるだけ地域にお金を残す仕組みを追及しております。

2 事業を明確にするフォーマット用意、効率化サポートも
・事業性をPRする為にもポイントを抑えたフォーマットをご用意
・レポートなどフィードバックする仕組みも構築予定

3 都市圏を中心とした大手企業中心のネットワーク
・営業ネットワークは大手中心。地域関連性からではなく事業関連性を優先

弊社マッチング契約のご紹介

プラットフォーム掲載に併せて、

より企業へのアプローチをすることが可能なマッチング契約を推奨します！
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事業を明確にするフォーマット用意、効率化サポートも

 

とはいえ、事業の魅力度＝事業関連性、新奇性などの話題性も超重要！！

・企業に対してのフィードバックもサポート
　リピート促進に活用いただけます。

・地域再生計画のままだと事業性が弱い為、
　より事業をわかりやすくするサポートをします。
　（企業視点では何に対する投資かが見えない）
・各事業をわかりやすく可視化→企業に提案しやすいツールに

44



事業の原動力

新たな視点や
技術の流入

関係人口増→
企業誘致/移住に

自治体様

都市圏を中心とした大手企業中心のネットワーク

営業
パートナー

税理士法人

ファイナンス系

SDGs・CSR
コンサル

直接営業

プライム上場企
業等、都市圏大

手企業

数百社

・ゼネコン
・不動産
・金融系大手

大手企業とのネットワークが強い企業群と連携開始。
財務アプローチ、CSRアプローチなど多数方面から案件を訴求が可能です。
直接営業も大手中心にネットワーク活用が可能です。
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APPENDIX
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アフターコミュニケーション機能 
ご紹介 

APPENDIX
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アフターコミュニケーション機能は 

GCFに寄付して下さった方とのコ

ミュニケーションツール 

APPENDIX
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APPENDIX



https://www.furusato-tax.jp/gcf/2223
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APPENDIX

https://www.furusato-tax.jp/gcf/2223
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ＧＣＦに寄付してくれた方 

↓ 

共感度が高い可能性があり 

情報を受け取ってくれる可能性高い 

APPENDIX



寄付者がコメント出来るので 
コミュニケーションに繋がる 

↓ 
ファンになる可能性が高まる 

APPENDIX
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地域を応援したい人とつながるきっかけを 
ＧＣＦで創りましょう！ 

APPENDIX



コミュニケーション 

ファン化の第一歩です！ 

APPENDIX
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出典：Toppanexperoence様HPより引用

APPENDIX
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出典：Toppanexperoence様HPより引用

APPENDIX
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出典：Toppanexperoence様HPより引用

APPENDIX
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出典：Toppanexperoence様HPより引用

APPENDIX
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⾚チョイスとGCF連動機能
ご紹介

APPENDIX
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ふるさとチョイスで掲載しているお礼の品
GCFのリターンとして共通設定

↓
GCFが寄付の使い道として表⽰

APPENDIX
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1 寄付者がお礼の品を選ぶ
APPENDIX
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2 使い道でGCFを選ぶ

APPENDIX
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2 使い道でGCFを選ぶ
APPENDIX
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お礼の品を100品を共通設定した場合
↓

15%‐30%の確率でGCFが選ばれる傾向

APPENDIX
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達成率 約30%→42.2%
※2021年実績と2023年実績比較

流通⾦額 約6億3千万円
※2022年10月～2023年7月時点

⾚チョイスとGCF連携機能の実績
APPENDIX



毎年寄付をする
特定の⾃治体があるかどうか

アンケート調査結果

66

APPENDIX



49.0%
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ふるさと納税市場調査（当社調べ）

ふるさとチョイス利用者_全体

ふるさとチョイス以外利用者

51.0%

62.8%37.2%

■毎年寄付をする特定の自治体・地域がある ■毎年寄付する自治体を新たに選んでいる

（全体の割合）毎年寄付をする特定の自治体があるかどうか

APPENDIX
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47.4%2,000万円以上

800万～2,000万円

52.6%

55.9%44.1%

■毎年寄付をする特定の自治体・地域がある ■毎年特定の寄付を自治体を新たに選んでいる

800万円未満 51.4%48.6%

（年収別）毎年寄付をする特定の自治体があるかどうか

APPENDIX



毎年特定の地域‧団体に寄付を続ける理由
アンケート調査結果
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APPENDIX



思い入れのある場所だから 

お礼の品が魅力的だから 

ふるさと納税市場調査（当社調べ）
70

毎年特定の地域・自治体に寄付を続ける（続けたい）理由 

被災地の支援をしたいから 

特定の事業者の応援をしたい 

寄付金の使い道に共感 

自治体の対応が良いから 

同梱物が印象的だった 

APPENDIX



◆ （手紙同封について）いつも読んでいます。　すごく丁寧にやってくださっているなぁ

と思いましたし、そういうチョットしたことが人間って嬉しいじゃないですか。 

◆ 桜の有名な場所があるんですが、そこの整備に使いましたという報告（手紙）を見

たりして、　昔いったな～と思いだし再寄付した。 

◆ わざわざふるさと納税のために作成した書面ではなく、住民に配っている市報その

ものが届く。 

　これの方がかえって住民の一人として歓迎されているようでうれしい。 

同梱物が印象的だった 

71
ふるさと納税市場調査（当社調べ）

APPENDIX



◆ 環境保全に力を入れていること。災害等の被害が甚大だったこと。東京では入手で

きない地域おこしにつながるお礼の品であること。 

◆ 新婚旅行で訪れてたいへん素晴らしい思い出をいただいた。　これからも豊かな自

然環境や独自の生態系を守り、魅力的な地でありつづけてほしいとの思いから毎

年寄付を続けている。 

◆ 旅行した時の風景が忘れられず、ずっと後世に残してほしいから 

寄付金の使い道に共感 

ふるさと納税市場調査（当社調べ）
72

APPENDIX



◆ 電話の応対もよく、寄付者に対する思いやりが強い。大切に育てられたであろう特産

品もとても良い 

◆ 小さな村や町役場であるにも関わらず、お礼の品や生産者の思いを　きちんと伝える

ための努力を絶えず進めている自治体が多く、それに対する感銘や驚きを感じてい

るからです。　また、そのような自治体を応援したいと考えているからです。 

自治体の対応が良いから 

ふるさと納税市場調査（当社調べ）
73

APPENDIX



 

寄付先を選ぶ理由は、 

返礼品の魅力だけではなく 

コミュニケーションと使い道への共感も 

理由になっています 

74

APPENDIX



こんなアンケート調査を行いました 

75

APPENDIX



76

毎年寄付をする 
特定の自治体があるかどうか 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49.0%

77

ふるさと納税市場調査（当社調べ）

ふるさとチョイス利用者_全体

ふるさとチョイス以外利用者

51.0%

62.8%37.2%

■毎年寄付をする特定の自治体・地域がある ■毎年寄付する自治体を新たに選んでいる

（全体の割合）毎年寄付をする特定の自治体があるかどうか
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47.4%2,000万円以上

800万～2,000万円

52.6%

55.9%44.1%

■毎年寄付をする特定の自治体・地域がある ■毎年特定の寄付を自治体を新たに選んでいる

800万円未満 51.4%48.6%

（年収別）毎年寄付をする特定の自治体があるかどうか
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こんなアンケート調査を行いました
その２
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毎年特定の地域・団体

に寄付を続ける理由を教えてください

80

APPENDIX



思い入れのある場所だから 

お礼の品が魅力的だから 

ふるさと納税市場調査（当社調べ）
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毎年特定の地域・自治体に寄付を続ける（続けたい）理由 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◆ （手紙同封について）いつも読んでいます。　すごく丁寧にやってくださっているなぁ

と思いましたし、そういうチョットしたことが人間って嬉しいじゃないですか。 

◆ 桜の有名な場所があるんですが、そこの整備に使いましたという報告（手紙）を見

たりして、　昔いったな～と思いだし再寄付した。 

◆ わざわざふるさと納税のために作成した書面ではなく、住民に配っている市報その

ものが届く。 

　これの方がかえって住民の一人として歓迎されているようでうれしい。 

同梱物が印象的だった 

82
ふるさと納税市場調査（当社調べ）
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◆ 環境保全に力を入れていること。災害等の被害が甚大だったこと。東京では入手で

きない地域おこしにつながるお礼の品であること。 

◆ 新婚旅行で訪れてたいへん素晴らしい思い出をいただいた。　これからも豊かな自

然環境や独自の生態系を守り、魅力的な地でありつづけてほしいとの思いから毎

年寄付を続けている。 

◆ 旅行した時の風景が忘れられず、ずっと後世に残してほしいから 

寄付金の使い道に共感 

ふるさと納税市場調査（当社調べ）
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◆ 電話の応対もよく、寄付者に対する思いやりが強い。大切に育てられたであろう特産

品もとても良い 

◆ 小さな村や町役場であるにも関わらず、お礼の品や生産者の思いを　きちんと伝える

ための努力を絶えず進めている自治体が多く、それに対する感銘や驚きを感じてい

るからです。　また、そのような自治体を応援したいと考えているからです。 

自治体の対応が良いから 

ふるさと納税市場調査（当社調べ）
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一緒にPJを創りましょう！ 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ご清聴 
誠にありがとうございました。 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